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更
科
は
、１
９
５
０（
昭
和
25
）年
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
の
嘱
託
と
な
っ
て
か

ら
、
北
海
道
に
関
す
る
記
録
映
画
制
作

や
ア
イ
ヌ
伝
統
音
楽
の
採
録
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。１
９
５

９（
昭
和
34
）年
に
は『
北
海
道
市
町
村
名

の
起
源（
そ
の
Ⅰ
）～（
そ
の
Ⅲ
）』を
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
札
幌
中
央
放
送
局
か
ら
謄
写
版（
俗

称
：
ガ
リ
版
）、
非
売
品
で
刊
行
し
て
い

ま
し
た
。

　

北
海
道
の
地
名
を
解
説
し
た
書
物
は
、

先
達
の
数
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
出

版
さ
れ
て
い
て
、更
科
自
身
も
１
９
６
６

（
昭
和
41
）年
に『
ア
イ
ヌ
語
地
名
解
―
北

海
道
地
名
の
起
源
』を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
で
は
、１
９
６
５

（
昭
和
40
）年
こ
ろ
か
ら
部
内
用
素
材
と
し

て
整
え
る
た
め
、北
海
道
内
の
地
名
を
調

べ
る
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
作

業
も
、
更
科
が
道
内
の
全
て
の
市
町
村

を
訪
ね
歩
き
、
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
を
書
籍
に
し
た
の
が『
北
海
道
地

名
誌
』で
、旧
支
庁（
現
在
の
地
方
総
合
振

興
局
、地
方
振
興
局
）管
内
に
分
け
、市
町

村
ご
と
の
地
域
名
を
解
説
し
た
も
の
で

す
。

　

更
科
は
解
説
の
中
で「
近
年
、
特
に
戦

中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
行
政
上
の
変
化

か
ら
字
名
の
変
更
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
ア
イ
ヌ
語
の
地

名
が
捨
て
ら
れ
、
或あ

る

い
は
変
形
さ
せ
ら

れ
て
、
景
気
が
よ
く
な
る
よ
う
な
、
金
の

儲も
う

か
り
そ
う
な
慾よ

く

ば
っ
た
地
名
に
改
正

さ
れ
て
し
ま
い
、
学
者
達た

ち

が
貴
重
な
資

料
と
し
て
い
た
も
の
が
、
お
し
く
も
日

に
日
に
消
滅
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
。し
か
し
そ
れ
は
現
在
社
会
の

状
態
を
物
語
る
も
の
と
し
て
残
っ
て
行

く
、
歴
史
の
姿
と
い
う
こ
と
も
で
き
る

が
、
そ
う
し
た
地
名
の
混
乱
変
換
期
に
、

現
在
の
地
名
を
克
明
に
書
き
残
す
と
い

う
こ
と
は
、
貴
重
な
仕
事
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
」と
言
い
ま
す
。

　

弟
子
屈
町
に
あ
る「
平
和
」と
い
う
地
名

は
本
文
で
も
触
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

同
じ
く
巻
末
の
解
説
で「
弟
子
屈
町
で
は
、

サ
ン
ペ
と
い
う
老
人
が
住
ん
で
い
た
と

こ
ろ
を
サ
ン
ペ
コ
タ
ン（
サ
ン
ペ
の
村
）と

呼
ん
で
い
た
が
、
戦
後
平
和
と
改
名
し

た
と
い
う
」と
、
く
ど
く
説
明
し
て
い
ま

す
。更
科
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
ろ
、
熊
牛

原
野
の
釧
路
川
の
川
向
こ
う
に
住
ん
で

い
た
サ
ン
ペ
老
人
の
名
前
が
付
け
ら
れ

て
い
た
地
名
が
な
く
な
る
こ
と
に
、
寂

し
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、何
度
と
な
く
出
て
く
る
弟
子
屈

町
の
町
名
改
正
の
話
に
も
、く
ぎ
を
刺
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
す
が
。

『北海道地名誌』

●更科源藏資料紹介

第
71
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜八、
高村光太郎に師事し、詩作
を中心に郷土史、アイヌ文
化研究など主に文学活動
を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵している
さまざまな資料を紹介す
る。

著書の検印などに使っ
ていた自作のエゾシカ
印

室
内
運
動（
合
同
）

平成22年度　町民大学

で楽しく学習しませんか？
　町教育委員会では、町内にお住まいの60歳以上の方々を対
象に、心身の健康と生きがいを求め、明るい家庭・社会参加と
豊かな地域づくりに役立つことを目的として、町民大学「生
きがい講座」を開設しています。
　学習内容は、野外活動・体力づくり・体験学習などを取り入
れ、毎月１回、弟子屈学級・川湯学級でそれぞれ実施します。
　月別の学習内容は次のように計画していますので、入学を希望される方はお申し込みください。
※日程は変更になることもあります。

❑申込期日／３月31日㈭
❑申し込み・問い合わせ先／弟子屈町公民館☎４８２‐２３４０

21 16 17 15 18 13 16 ７ 未定 26 14 28 未定 24 10 未定 未定 15 未定 18 18 15 日
３ ２ １ 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ 月
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閉
講
式

明
日
へ
の
生
き
が
い
を
持
と

う 新
年
交
流
会

新
年
の
喜
び
を
語
り
合
お
う

料
理
教
室　

ケ
ー
キ
作
り

料
理
教
室

文
化
活
動

文
化
活
動　

厚
岸
町 

七
宝
焼

声
高
ら
か
に

鶴
居
高
齢
者
大
学
と
の
交
流

室
内
運
動　

奥
春
別

施
設
研
修　

釧
路
市

研
修
旅
行（
合
同
）

声
高
ら
か
に

健
康
体
操

開
講
式

学
ぶ
意
欲
を
持
と
う

学
習
内
容

『生きがい講座』
健
康
体
操
を
学
ぶ
学
級
生

学級生募集！

第57回北海道広報コンクール

　平成22年に発行された広報紙を対象とした第57回北海道
広報コンクール（広報広聴技術研究会実行委員会主催）が行わ
れ、広報てしかがが「広報紙（町村の部）」「広報写真・組写真」
の部で、それぞれ入選しました。
　コンクールは、道内自治体や関係団体が発行した広報紙
を対象に、優秀な作品を選定、奨励することで、広報技術の
向上につなげることを目的に、毎年行われています。入選し
たのは、広報紙が平成22年10月号で、青少年健全育成事業を
特集したもの。組写真が８月号18～19ページで、運動会の様
子を紹介したものです。広報紙の入選は３年連続、組写真の
入選は２年連続です。
　入選は、取材などに快く協力してくださった皆さんのお
かげです。これからも親しみやすく、役に立つ広報を目指し
ていきます。
❑�問い合わせ先
　役場企画財政課企画係☎４８２‐２９１３（課直通）まで。

新規会員を募集中

　ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）「ましゅうの里」（藤泰人理事長）
をご存じですか？
　ましゅうの里は、2001年発足の町内で最も古いＮＰＯ法人です。
町民の皆さんの豊かで自立した在宅生活、地域特性を生かした産
業の振興、環境の保全に寄与しようと設立されました。
　現在、会員は67人。うち11人が理事となっています。毎月第２火
曜日が例会日で、活動についての討議を行っています。主な活動内
容は、機関誌「こぶし」の毎月発行、池の湯清掃（６～９月）、花いっ
ぱい運動として９○○草原に花畑を持っています。また「羽田里山
公園森づくり計画」「摩周湖周辺の森林緑化再生計画等事業」なども
手掛けています。
　ましゅうの里では現在、新規会員を募集しています。老若男女を
問わず、できるだけたくさんの方に会員になっていただきたいと
思っています。
　興味のある方は、事務局長の須藤さん☎４８２‐４８２４までお
気軽にお問い合わせください。また、ホームページ（http://mashuu.
dialog.jp/）もご覧ください。

会
員
の
皆
さ
ん

体
験
学
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潮
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狩
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施
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研
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上
湧
別
ほ
か

楽
し
い
講
話　

手
品

健
康
体
操　

ヨ
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